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大 倉 正 雄
本書は表題からも明らかなように、 スコットランド18世紀の経済学者ジェイムズ・ステュア








第 2 章「スコットランドの経済発展とジェイムズ・ステュアート J 、第 3 章「スコットランド運
河開発と内陸道路建設J 、第 4 章「スコットランド蒸留業をめぐる 1779年の新聞記事について」、
第 5 章「地方新聞の蒸留業関係記事とジェイムズ・ステュアート j、第 6 章 rwエデ、インパラ・
イ}ヴニング・クーラント』におけるジェイムズ・ステュアートの蒸留業論J 、第 7 章「ジェイ
ムズ・ステュアートとアダム・スミス」、第 8 章「ステュアートの甥ノ〈ハン伯によるジェイムズ・
ステュアート伝」、第 9 章「ジェイムズ・ステュアート研究にかんする文献調査j、終章 rw経済
の原理』公刊以降のジェイムズ・ステュアート j。これらのうち第 1 ・第 7 ・第 8 章は伝記に関
するもの、第 2 ・第 3 章は『ラナク州の利益にかんする考察』 以下、『ラナク州』と略称ーを、














るといった型である J (W近代経済学史』岩波書店、 1953年、 1 頁)。筆者は「はじめに」の官頭
でやや謙遜しながら、「本書は……ステュアートにかんするバランスのとれた全面的な研究では
































































み集中するあまり「比較的等閑に付されJ てきた、「ステュアート理論の変遷過程の研究J (79 
頁)を進展させたいという、筆者の意図は、第 2 ・ 3 章で少なからず果たされたと思える。
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第4 ・第 5 ・第 6 章は、ステュアートが晩年に書いた、スコットランド蒸留業に関する文書
を検討している。これら三つの諸章は、実質的には一つの論説とみなすことができる。ここで
検討されたステュアートの文書とは、彼が1779年10月 2 日の『クーラント』誌に匿名で発表し
た記事“An Address to the Gentlemen Freeholders of Scotland" と、 10月 4 日に発表した






大半は、その資料の一つである、 1779年 9 月 27 日の『クーラント』誌に掲載された匿名の記事
の紹介(翻訳)に費やされる。第5章では、その記事それ自体の内容についての分析ではなく、
執筆者や日付に関する煩雑な問題をめぐる検討が行なわれる。そして 9 月 27 日の記事がステュ
アートによって書かれたというポール・シャムレーの見解は誤りであるという結論が導きださ












ックス・ウェーパー[尾高邦雄訳] W職業としての学問』岩波書店、 1936年、 24頁)。筆者は恐ら
く、ここに示唆されたような、古文献の発掘や草稿の解読に人一倍夢中になれる資質を備えた







『ジェイムズ・ステュアートとスコットランド もうひとつの古典派経済学~ 255 
いずれにせよ、まだ馴染みが薄い経済学者の名を表題に掲げた本書が、馴染みが薄いその諸
論説を対象にしているという理由により、看過されたり低く評価されたりすることがないよう
に願うばかりである。
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